
ひと・まち★きらり　

すう広報

大島
お

　12 月 22 日、東和総合センターにおいて、しめ縄
作り体験学習が開かれ、お正月に自作のしめ縄を飾
ろうと、幅広い年齢層の２７名が参加しました。
　わらをなうのが初めての方も多く、講師を務めた
地域の方に教わりながら編み上げ、最後にウラジロ
やユズリハなどで飾りつけました。

し め 縄 作 り に 挑 戦
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
一
年
を
通
じ
て
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア

に
度
々
取
り
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

周
防
大
島
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ

た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
総
務
省

の
地
方
自
治
体
移
住
Ｐ
Ｒ
動
画
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
周
防
大
島
町
の
作
品
「
回
帰
」

が
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、

本
町
の
瀬
戸
内
ジ
ャ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン
が
、

今
年
度
の
６
次
産
業
化
優
良
事
例
と
し
て
、

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
本

町
の
名
前
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

更
に
、
都
会
の
子
供
た
ち
の
修
学
旅
行

の
誘
致
に
よ
る
体
験
型
観
光
も
定
着
し
つ

つ
あ
り
、
こ
れ
を
大
人
の
体
験
旅
行
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
に
廃
校
跡
地
の
活
用
と
し
て
、
和

田
小
跡
地
に
は
パ
ソ
コ
ン
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
ビ
ジ
コ
ム
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

三
蒲
小
跡
地
に
は
パ
プ
リ
カ
栽
培
施
設
を

周防大島町長　椎木　巧

年頭のごあいさつ

誘
致
し
、
既
に
五
千
本
の
苗
が
す
く
す
く

育
っ
て
お
り
ま
す
。
大
島
産
の
パ
プ
リ
カ

が
食
卓
に
並
ぶ
日
が
楽
し
み
で
す
。
日
良

居
中
は
、
町
の
健
康
福
祉
部
の
庁
舎
に
改

修
し
、
沖
浦
中
跡
地
に
は
大
規
模
太
陽
光

発
電
の
設
置
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
二

期
目
の
仕
上
げ
の
年
と
い
う
節
目
を
迎

え
ま
す
。

　

就
任
以
来
、
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
合
併
し

て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
向
け
、
諸
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
合
併
か
ら
の
課
題
で
あ

り
ま
す
財
政
の
健
全
化
を
第
一
に
掲
げ
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
生
活
関
連
施
設

の
整
備
や
子
育
て
支
援
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
町
の
固
有
の
財
産
で
あ
る
豊
か

な
自
然
や
文
化
と
の
連
携
を
密
に
し
た

観
光
交
流
人
口
１
０
０
万
人
を
目
指
し
、

さ
ら
に
は
、「
交
流
か
ら
定
住
へ
」
を
合

言
葉
に
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
昨
年
か
ら
地
方
創
生

を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
地
方
版
の

総
合
戦
略
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
り
、
地
方
が
自

ら
考
え
、
国
、
地
方
を
挙
げ
て
、
地
方
創

生
の
具
体
的
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
が

本
格
化
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
基
本
方
針
は
、「
町
民
の
皆
様
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る
こ

と
で
あ
り
、「
定
住
対
策
」、「
防
災
対
策
」、

「
健
康
づ
く
り
」
に
更
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ら
重
要
課
題
へ
の
取
り
組
み
と
、
私
が
従

来
か
ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
地
域

に
密
着
し
た
事
業
を
中
心
に
、
初
心
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、「
ま
じ
め
に
、
誠
実

に
、
地
道
に
、
謙
虚
に
、
そ
し
て
確
実
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
「
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
町
政
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し

い
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「 幸せに暮らせるまちの実現へ 」
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大
人
の
仲
間
入
り

大
島
地
区

久
賀
地
区

　
橘
地
区

東
和
地
区

　

１
月
４
日
、
橘
総
合
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
１
０
５
名
が

参
加
し
、
山
田
延
也
さ
ん
（
西
安
下
庄
）
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
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中学校統合に関する
アンケート調査結果について

～シリーズ・中学校統合について～ ②

　先月号に引き続き、中学校統合に関す
るアンケート調査結果についてお知らせ
します。

　学級数については、保護者・中学校生徒では「１学級」を希望する回答が多く、教職員・学校運営協議会委員では「２学級以上」
を希望する回答が多い結果となり、学級人数については、全調査対象者で「２１人～３０人」を希望する回答が多くなってい
ます。
　望ましい通学時間については、生徒の回答は「１５分以内」が多く、生徒以外の回答は「３０分以内」が多くなっています。

２．中学校統合すべき・早めに統合すべきと回答した理由について

　保護者、学校運営協議会委員は「部活動の充実」が、教職員は「人間関係の固定化軽減」、生徒は「友人関係の広がり」が
最も多くなっています。また、別の調査項目として、新たにできるとよい部活動を生徒だけに尋ねた回答は、多い順に「バスケッ
トボール」「サッカー」となっています。

３．中学校統合が時期尚早・統合しない方が良いと回答した理由について

　保護者、教職員、生徒は「通学距離や通学時間」が最も多く、学校運営協議会委員は「地域と学校とのつながりが薄れ、
地域が寂れる」が最も多くなっています。この調査報告書の全文を町ホームページに掲載していますのでご覧ください。

■問い合わせ　
　教育委員会総務課　☎０８２０（７８）０７００

１．学級数、学級人数および通学時間の意向について

お詫びと訂正
広報すおう大島 12 月号３ページの記事（4 行目）に誤りがありました。
お詫びして訂正します。
正　「統合すべきである・早めに統合すべきであるが 47.9％
誤　「統合すべきである・早めに統合すべきであるが 47.5％

統合すべきと回答した理由について（複数回答）

【調査対象別】

友人関係の広がり

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

部活動の充実

人間関係の固定化軽減

競争心の向上

学びやすい学校規模

社会性・社交性の向上

多くの教員との出会い

ＰＴＡ活動の充実

その他

無回答

保護者
（ｎ＝ 209）

小中学校教職員
（ｎ＝ 83）

学校運営協議会委員
（ｎ＝ 48）

生徒
（ｎ＝ 80）

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

時期尚早、統合しない方が良いと思う理由について（複数回答）

（％） （％） （％） （％）

通学距離や通学時間が長くなる

保護者
（ｎ＝ 212）

小中学校教職員
（ｎ＝ 62）

学校運営協議会委員
（ｎ＝ 23）

生徒
（ｎ＝ 186）（％） （％） （％） （％）

地域と学校とのつながりが薄れ、
地域がさびれる
統合により新しく一緒になる生徒
や保護者と人間関係が心配である
一人一人の学習状況を教師が把握
しやすく、きめ細かい指導が可能

その他

無回答

（ｎは回答者数）
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マ ンナイ バー 制度 が始まりました

平成２８年１月１日から

役場での手続きなどでマイナンバーが必要になります

　マイナンバー制度が本年１月から開始され、個
人情報の保護に配慮しながら、税・社会保障・災
害対策の各分野の手続きの際には、原則としてマ
イナンバーの記載が必要になりました。
　申請等の際に、マイナンバーが記載されていな
いことで、申請書等を受理しないということは当
面ありませんが、制度の確立のため皆様方のご協
力をお願いいたします。

マイナンバーの利用時に本人確認が必要となります

　申請書等にマイナンバーを記入いただく場合には、マイナンバーの確
認と、いわゆる「なりすまし」による不正な申請を防止するため、申請
者の本人確認を行うことになりました。
　マイナンバーの確認は、このたび送付された「通知カード」で行い、
身元確認は写真付きのもの（免許証など）であれば１点、写真なしのも
の（保険証など）であれば２点以上で行いますので、窓口に来られる際
はこれらの書類をお持ちいただく必要があります。
　ただし、申請して取得する顔写真入りの「個人番号カード（マイナンバー
カード）」があれば、身元確認用書類を兼ねますので、早い時期でのマイ
ナンバーカードの取得をお勧めします。

申請・手続き等 担当課
国民健康保険・後期高齢者医療に関する各種申請等 健康増進課

☎ 73-5502
介護保険に関する各種申請等 介護保険課

☎ 73-5503
障害者（児）福祉・児童福祉・老人福祉・福祉医療・
生活保護に関する各種申請等

福祉課
☎ 77-5505

住民税、固定資産税、軽自動車税等の賦課徴収に関す
る各種申告書等（開始時期は税目により異なります）
※税諸証明申請書には個人番号は不要ですが、なりすまし申
　請の防止のため「申請人の身元確認」を行っていますので、
　ご理解とご協力をお願いします。

税務課
☎ 74-1008

町営住宅に関する各種申請等 生活衛生課
☎ 79-1010

※代理申請をされる際は各担当課へお問い合わせください。

■マイナンバーの記入が必要な各種申請や届け出

確認方法（以下の①か②で行います）

①通知カードと身元確認用書類※
（通知カードが手元にない場合は個人番
号が記載された住民票で代用可）

※身元確認用書類とは
１点で確認するもの…運転免許証、パスポート、身体障害者手帳など
２点以上で確認するもの…健康保険証、介護保険証、医療受給者証、
年金手帳など

②個人番号カード
（個人番号確認と身元確認が１枚でできます）

取り扱いの注意点
　マイナンバーは生涯にわたって使うものです。番号が漏えいし不正に使われる恐れがある場合を除き、原則マイナンバーは
一生変更されませんので大切に取り扱ってください。法律や条例で定められた社会保障・税・災害対策の手続きで行政機関や
勤務先などに提示する以外は、マイナンバーを他人に教えないようにしてください。
　また、町の職員が電話でマイナンバーの番号を尋ねることはありません。マイナンバーに関連して資産情報や口座番号を聞
き取ったり、情報削除等の申し出を電話や訪問などで聞き取ることもありません。不審な電話や訪問は断るなどして、すぐに
役場や警察に相談してください。

+
通知カード 運転免許証やパスポート等

個人番号カード（マイナンバーカード）

■マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０（９５０）０１７８　平日 9：30 ～ 22：00（土日祝は 17：30 まで）

いろんな手続きで必要に
なったんだね。

マイナンバーキャラクター
マ イ ナ ち ゃ ん
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本
年
の
確
定
申
告
、
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
申
告
相
談
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

各
会
場
の
日
程
は
、
当
該
地
区
の
予
定
申
告
者
数
に
よ
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
他
の
会
場
で
申
告
さ
れ
る
方
以
外
は
、
出
来
る
だ
け
指
定
の
日
に
申

告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、別
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
「
申
告
案
内
（
申

告
書
付
き
）」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
会
場
で
相
談
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
所
の
開
設
は
２
月
16
日
㈫
か
ら

税
務
申
告

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 16 日 火
棟畑、屋代中村、奥村

9:30 ～ 16:00

大島庁舎 
（３階会議室）

石原、樫原、自光寺

2 月 17 日 水
神領、中、原

9:30 ～ 16:00
田中、銅、郷の坪

2 月 18 日 木

徳神、吉井、上砂田、砂田、
下砂田

9:30 ～ 16:00
吉兼、上北迫、下北迫、東北迫、
川地、羽越

2 月 19 日 金
石小田、先小田

9:30 ～ 16:00
中小田、和田

2 月 22 日 月
浜西・浜東

9:30 ～ 16:00
郷串・上湯所・下湯所

2 月 23 日 火
小松中田、手崎

9:30 ～ 16:00
明新、屋代中田

2 月 24 日 水
新開、松ヶ崎、金屋、唐樋

9:30 ～ 16:00安迫、水車、砂堀、小方、
五反田

2 月 25 日 木
北一（西・中・東）、北二（西・中・東）

9:30 ～ 16:00
笠佐、瀬戸、南一、南二、南三

2 月 26 日 金

宮の下、北石
9:30 ～ 16:00

沖石、（上・中・下）片山

【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

2 月 29 日 月
寺家、東畑、西畑、小平

9:30 ～ 16:00

蒲野農村環境
改善センター

小山田南、小山田北

3 月 1 日 火
流東、流西、中塚、前港

9:30 ～ 16:00
後港、東浜北、東浜南

3 月 2 日 水
西の郷、蔵本、明神松（東・西）

9:30 ～ 16:00
三蒲中村、新屋敷、西田

3 月 9 日 水
大東・久保

9:30 ～ 16:00

沖浦農村環境
改善センター

家房原・割石

3 月 10 日 木
川窪・中開地

9:30 ～ 16:00
天神東・明神・追通

3 月 11 日 金
浜・塩町・木原

9:30 ～ 16:00
奥田中・里

3 月 14 日 月
立石・皆地・赤石・中浜・迎原

9:30 ～ 16:00
原庄・久保庄・下庄・坂本・西浜

3 月 15 日 火
森添・大歳

9:30 ～ 16:00
塩田

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 17 日 水
前島、向町、仲町、八幡上

9:30 ～ 16:00

山口県大島防災
センター

（会議室）

八幡下、洲崎、港町

2 月 18 日 木
戎町、上本町、本町、古町

9:30 ～ 16:00
白石、大崎

2 月 19 日 金
東中津原、中瀬田

9:30 ～ 16:00
佐古、宗光東、宗光西

2 月 26 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

3 月 3 日 木

山下浜東１区、山下浜東 2 区、
山下浜西 1 区 9:30 ～ 16:00

椋野公民館
山下浜西 2 区、西ヶ原

3 月 4 日 金
花田道面、平原大畑、木屋原

9:30 ～ 16:00
久保田中郷、大元

3 月 8 日 火
山田上、山田中、山田下

9:30 ～ 16:00

山口県大島防災
センター

（会議室）

向津原、東下津原

3 月 9 日 水
畑能庄

9:30 ～ 16:00
久保河内下、久保河内上

3 月 10 日 木
東天満町、西天満町

9:30 ～ 16:00
西中津原、上津原

3 月 11 日 金
新開東、新開西

9:30 ～ 16:00
丸山、流田、庄地

表の見方
上段の行政区の方は午前中に、
下段の行政区の方は午後からの目安でお願いします。
※日付をよくご確認のうえお越しください。

大島地区

久賀地区
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○
申
告
相
談
所
開
設
期
間
中
は
、
税
務
課
職
員

が
各
相
談
所
に
出
向
く
た
め
、
税
務
課
の
窓
口

で
は
最
小
限
の
職
員
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　
○
申
告
書
の
提
出
ま
た
は
、
税
務
申
告
の
説
明

（
簡
易
）
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
○
18
才
以
上
の
方
（
収
入
の
無
い
場
合
等
）
で

申
告
の
必
要
の
な
い
方
で
も
、
所
得
・
課
税
証

明
書
等
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
や
国
民
健

康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
等
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
場
合
、
扶
養

の
認
定
・
年
金
の
裁
定
請
求
や
免
除
申
請
を
す

る
場
合
等
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
や
医
療
費
の
負
担
区

分
判
定
、
高
額
療
養
費
の
計
算
等
も
申
告
を
基

に
し
た
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○
確
定
申
告
を
し
た
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
年

末
調
整
の
済
ん
だ
方
な
ど
は
町
県
民
税
等
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 16 日 火
小泊（東・東中）

9:30 ～ 16:00 小泊集会施設
小泊（西中・天神）

2 月 17 日 水
和田（東泊・西泊・中泊）

9:30 ～ 16:00
和田公民館和田（庄東・庄西・庄里）

2 月 18 日 木 内入（東・西） 9:30 ～ 12:00

2 月 19 日 金
長崎（東・西）、西方

9:30 ～ 16:00 西方公民館
下田（中・東・西）

2 月 22 日 月
油宇（13 区・14 区・15 区・16 区）

9:30 ～ 16:00
油宇集会施設油宇（17 区・18 区・19 区）

2 月 23 日 火 馬ヶ原、黒谷 9:30 ～ 12:00

2 月 24 日 水

雨振 ､ 伊保田（3 区・4 区・5 区・
6 区）

9:30 ～ 16:00

油田農村環境
改善センター

伊保田（7 区・8 区・9 区・10 区・
11 区）

2 月 25 日 木
情

9:30 ～ 16:00
小伊保田

2 月 26 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

2 月 29 日 月 伊崎、外入（全域） 9:30 ～ 16:00 白木多目的
共同利用施設

3 月 1 日 火
沖家室（中・峠・刈山・岡・鼻・南）

9:30 ～ 16:00

佐連会館
佐連（東・中）

3 月 2 日 水
佐連（西）

9:30 ～ 16:00
地家室（西・中・郷・東）

3 月 3 日 木
和佐（磯・東浜・東中浜）

9:30 ～ 16:00
和佐公民館和佐（西浜・大西・郷）

3 月 4 日 金 神浦（東・西） 9:30 ～ 12:00

3 月 7 日 月
船越（東・中）

9:30 ～ 16:00 船越公民館
船越（西）

3 月 14 日 月
森（全域）

9:30 ～ 16:00
東和総合センター平野（全域）

3 月 15 日 火 小積、大積、五条 9:30 ～ 12:00

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 22 日 月
庄南

9:30 ～ 16:00

橘ウインドパーク
庄北、大泊

2 月 23 日 火
三ツ松（東）

9:30 ～ 16:00
三ツ松（中・西）

2 月 24 日 水
原

9:30 ～ 16:00

原地区学習等
供用施設

古城

2 月 25 日 木
鹿家、栄

9:30 ～ 16:00
安高

2 月 26 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

2 月 29 日 月
吉浦、秋（江頭・下開地）

9:30 ～ 16:00 秋老人憩いの家
秋（西開地・神田）

3 月 1 日 火
塩宇

9:30 ～ 16:00

橘総合センター
　　

西浦、和戸

3 月 2 日 水
源明、川間

9:30 ～ 16:00
安下、長天、田中

3 月 3 日 木
おれんじヒルズ、真宮

9:30 ～ 16:00
正分

3 月 7 日 月
浮島（樽見） 9:00 ～ 11:30 浮島地区学習等

供用施設

浮島（江ノ浦） 13：00 ～ 14：30 浮 島 漁 村 セ ン
ター　

3 月 8 日 火

土居（西上・西下・西中・東上・
東下・東中）

9:30 ～ 16:00

日良居出張所

日前浜（浜西中・浜中・日良居
団地・浜西・浜東）、長浜

3 月 9 日 水
日前郷（貞広・大光寺）

9:30 ～ 16:00
日前郷（新屋上・新屋下）

3 月 10 日 木
油良（西・西中・東中）

9:30 ～ 16:00
油良（東・郷）

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

橘地区

東和地区平成 27 年分の確定申告書には、
個人番号（12 桁）の記載は不要です。
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柳井税務署からのお知らせ

★平成２７年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は

2 月 16 日㈫から 3 月 15 日㈫までです。
※還付申告については、平成２８年１月１日以後、提出することができます。

※２月 15 日㈪以前は、申告会場を設けていないため、申告相談で税務署へお越しの方は２月 16 日㈫か
ら３月 15 日㈫までの期間にお越しいただくか、送付（郵便又は信書便）による提出をお願いします。
※申告会場の駐車場は混雑が予想されます。来場の際には公共交通機関をご利用ください。

★社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）について

地　　　区 開　設　日 相 談 時 間 会　　場　　名

柳井税務署管内全域
  2 月 16 日㈫～ 3 月 15 日㈫

（土日は除きます）
9：00 ～ 17：00

（受付は 16：00 まで）
柳 井 税 務 署

周防大島町 2 月 26 日㈮
9：30 ～ 17：00

（受付は 16：00 まで）
山口県大島防災センター

　確定申告書への個人番号の記載は、平成 28 年分の確定申告書（一般的に、平成 29 年 1 月以降の確定申
告期間に提出する確定申告書）から必要となりますのでご注意ください。
　なお、平成 28 年１月以降に申請書・届出書（更正の請求など）を提出する際には、申請書・届出書に個
人番号を記載するとともに、申請されるご本人の本人確認書類（番号確認及び身元確認が可能な書類）の提
示又は本人確認書類の写しを添付する必要があります。

★申告会場の開設日程について

■問い合わせ　　
　柳井税務署　　☎０８２０（２２）０２７７

申告と納税は期限内に！

平成 27 年分の確定申告書には、個人番号（12 桁）の記載は不要です。

申告書の作成は、便利な

「確定申告書等作成コーナー」で！

「確定申告書等作成コーナー」でできること

●「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従っ
て金額等を入力することにより、確定申告書等を作成
することができます。
　また、印刷して税務署へ郵送等により提出すること
もできます。
●「給与・公的年金専用」の申告書作成画面を新設し
ました。初めての方でも操作しやすい画面となってい
ます。是非ご利用ください。

詳しくは  国税庁 で 検索

申告と納税は期限内に！

所得税及び復興特別所得税・贈与税　３月１５日㈫

消費税及び地方消費税（個人事業者）３月３１日㈭

振替納税をご利用ください
　納税のために金融機関や税務署に出向く必要がなく、
大変便利で確実な納付方法です。
　お申し込みは、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依
頼書」に必要事項をご記入・押印の上、申告期限までに
税務署または金融機関に提出してください。

　「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付
依頼書」は国税庁ホームページからダウ
ンロードできます。

平成２７年分の振替日

所得税及び復興特別所得税　４月２０日㈬
消費税及び地方消費税　　　４月２５日㈪

詳しくは  国税庁 で 検索
広島国税局キャラクター

広島主税（ちから）くん
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勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
る
離
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
方
は
、
失
業
（
離
職
）
か

ら
一
定
の
期
間
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。（
軽
減
に
は
申
請
が
必
要
で
す
）

■
対
象
者
に
つ
い
て　

　

次
の
①
～
③
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。 

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
年
月
日

が
、
平
成
23
年
３
月
31
日
以
後
で
あ
る
こ
と 

②
離
職
日
に
お
い
て
、
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と 

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、「
離
職
理
由
コ
ー
ド
」
が
「
11
・
12
・

21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
」
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
こ
と

■
適
用
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
翌
年
度
末
ま
で
と

な
り
ま
す
。

※
再
就
職
し
て
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入

す
る
場
合
は
、
そ
の
時
点
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
軽
減
の
算
定
方
法

　

対
象
者
の
前
年
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

を
３
０
／
１
０
０
と
し
て
算
定
し
賦
課
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し

ま
す
。（
給
与
以
外
の
所
得
、
対
象
者
以
外
の

被
保
険
者
の
所
得
、
対
象
期
間
外
の
所
得
に

つ
い
て
は
、
１
０
０
／
１
０
０
と
し
て
算
定

し
ま
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

○
国
民
健
康
保
険
証

○
印
鑑

※
申
請
に
は
個
人
番
号（
12
桁
）の
記
載
は
不
要
で
す
。

■
申
請
場
所　

　

税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

課
税
第
１
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

公平性を確保するために～

後期高齢者医療保険料の
滞納整理を強化しています

　後期高齢者医療制度はみんなで支え
る制度です。
　保険料の納付期限は、毎月末日、12
月のみ 25 日（土日祝日の場合は翌日以
降の最初の平日）となっています。
　特別の理由もなく保険料を納めない
でいると、通常より有効期限の短い保
険証（短期被保険者証）を交付するこ
とがあります。
　そのほか、延滞金が加算されたり、
不動産や預貯金などの財産を差し押さ
えることがあります。
　督促状や催告書などが届いたときは、
お早めにご相談ください。

◆問い合わせ
健康増進課 医療保険班
☎ 0820（73）5502

税務課 徴収対策班
☎ 0820（74）1031

後期高齢者医療保険の保険料について

　

六
月
八
日
に
久
賀
村
が
幕
府
直
轄
軍

に
砲
撃
さ
れ
た
状
況
（
コ
ラ
ム
⑦
）
は
、

十
日
、
山
口
の
長
州
藩
政
府
に
届
き
ま
し

た
。
そ
の
日
の
夜
、
藩
政
府
は
浩こ
う
ぶ
た
い

武
隊
と

第
二
奇
兵
隊
に
、「
こ
の
た
び
賊
兵
大
島

郡
襲
来
に
つ
き
、
応
援
の
た
め
彼か
の
ち地
急

速
出で
ぼ
り張
仰お
お

せ
つ
け
候
そ
う
ろ
う

事
」
と
、
大
島
へ

の
出
撃
命
令
を
出
し
ま
し
た
（「
四
境
戦

争
一
事
」『
山
口
県
史 

幕
末
維
新
４
』
所

収
）。
遠
崎
ま
で
進
軍
し
て
い
た
第
二
奇

兵
隊
は
、
十
四
日
に
大
島
に
向
け
て
出

陣
し
ま
す
。
ま
た
、
藩
政
府
は
丙へ
い
い
ん
ま
る

寅
丸

に
も
出
撃
命
令
を
出
し
、
高
杉
晋
作
に

乗
り
組
み
を
命
じ
ま
し
た
。
丙
寅
丸
は
、

同
年
に
長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
商
会
か
ら
購

入
し
た
九
四
ト
ン
の
蒸
気
船
オ
テ
ン

ト
ー
号
で
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
を

搭
載
し
て
い
ま
し
た
。
山
口
で
命
令
を

受
け
た
高
杉
は
、
丙
寅
丸
が
碇
泊
し
て

い
る
三
田
尻
に
向
か
っ
て
お
り
、
丙
寅

丸
の
大
島
出
撃
は
高
杉
の
独
断
と
す
る

説
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
藩
政
府
の
命
令

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
（
三
宅
紹
宣
『
幕
長
戦
争
』）。
ま
た
、

藩
政
府
は
上
関
代
官
に
対
し
て
、
丙
寅

丸
に
大
島
郡
の
地
理
や
航
路
に
詳
し
い

者
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
、「
船
印
の
儀
は

四
境
の
役
一
五
〇
周
年
連
載
コ
ラ
ム
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校　

准
教
授　

田
口
由
香

外
国
の
旗
を
用
い
候
に
つ
き
敵
船
と
見

誤
り
こ
れ
無
き
よ
う
」（「
四
境
戦
争
一

事
」
同
）
と
、
外
国
の
旗
を
掲
げ
た
丙

寅
丸
を
敵
の
船
と
見
間
違
え
な
い
よ
う

に
と
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

長
州
藩
政
府
の
指
揮
の
も
と
、
大
島
奪

回
の
作
戦
が
と
ら
れ
た
の
で
す
。

◎
次
回
は
「
大
島
口
の
戦
い
―
大
島
奪
回
―
」

に
つ
い
て
で
す
。

▼
大
島
口
の
戦
い  

― 

大
島
出
撃
命
令 

―

▲遠崎から見た大島
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11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３

回
臨
時
会
に
お
い
て
、
周
防
大
島

町
議
会
議
長
・
副
議
長
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
町
議
会

　

議
長
・
副
議
長
の
選
任

◆
周
防
大
島
町
議
会
議
長

　

  

荒
川
政
義

　
　
（
65
歳
・
小
松
）

◆
周
防
大
島
町
議
会
副
議
長

　

  

尾
元　

武

　
　
（
59
歳
・
小
松
開
作
）

周
防
大
島
町
教
育
委
員

会
委
員
の
異
動

　

11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
3

回
臨
時
会
に
お
い
て
、
沖
葊
正
義

氏
（
久
賀
）
の
教
育
委
員
任
命
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

【
任
期
】
平
成
27
年
11
月
27
日
～
平

成
31
年
11
月
26
日

　

ま
た
、
11
月
26
日
の
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
た
三
谷
俊
雄
委

員
長
の
後
任
と
し
て
、
珠
山
信
孝

委
員
が
11
月
27
日
に
委
員
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

表
彰

◆
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

岩
本
好
江
さ
ん
（
久
賀
）

　
（
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
）

◆
山
口
県
農
山
村
振
興
賞

○
団
体　

周
防
大
島
町
農
山
漁
村

女
性
連
携
会
議

◆
平
成
27
年
度
山
口
県
花
い
っ
ぱ

い
運
動
優
良
団
体
等
の
表
彰

○
知
事
賞　

コ
ス
モ
ス
会
（
小
松
）

○
優
秀
賞　

長
﨑
眞
宮
会
（
西
方
）

○
優
良
賞　

大
島
中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ

○
モ
デ
ル
団
体
等
指
定

　

安
下
庄
小
学
校（
継
続
年
数
25
年
）

　周防大島町大字西安下庄の民家に、樹齢約 300 年を経たシ
ナナシの慈

ツー

梨
リー

という品種の巨木があった。これを山口大学の
植物学者日野巌先生が知り、日野先生と東京大学の植物学者
本田正次先生の調査となった。
　樹高１７ｍ、目通周囲２．３ｍ、枝張り約１０ｍ、根周り３．
８ｍ。花期は３月下旬～４月上旬。花は白色で５～８弁、弁
先は２～５裂。おしべは約２０本、めしべは約５本。花の匂
いは強い。果実は黄褐色で西洋梨型。豊産。果実の大きさは
高さ約８．５ｃｍ、幅６ｃｍ、約１７０ｇ。美味である。
　昭和２９年（１９５４年）３月２０日に国の天然記念物に
指定された。しかし、巨樹はだんだん衰退し、昭和４０年（１９６５年）頃枯死した。だが、その遺伝
子が重要とされ、指定地内にあった後継樹が代わって天然記念物に指定された。この樹は現在（２０１５
年）高さ約５ｍで満面開花し、多数の実をつけている。現在、イノシシ対策のため周囲に防護ネットを
設置している。

《 町文化財保護審議会　副会長　南 敦 》

周 防 大 島 の 文 化 財 安 下 庄 の シ ナ ナ シ11

沖葊正義委員

▲知事賞を受賞されたコスモス会のみなさん
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　宮本常一が撮影した写真を調べることにより、宮本常一への理解を深め、周防大島町の歴史や地域の変遷への興
味・関心を高めるために、町内の小中学生を対象にコンクールを実施しました。本年度は第 10 回となる節目のコ
ンクールとなりました。受賞された方は下記のみなさんです。
■教育長賞

「宮本常一の写真　今と昔」　明新小３年　藤本圭汰くん
■入選

「やっぱり安下庄が大好き ～宮本常一さんの一枚の写真から～」
　安下庄小４年　大田優華さん、柏谷  桜さん、　古川  匠くん、　新谷星楠くん、
　　　　　　　　藤原果凛さん、松田さくらさん、村田紀佳さん

「大島大橋ができて」
　三蒲小５・６年　岡原有希くん、木本佳奈さん、東川慶伸くん、　
　　　　　　　　　山田萌香さん、川本  蓮くん、吉兼晴香さん

「和佐の今と昔」　明新小６年　小方陽介くん
「宮本常一が撮影した写真について」　東和中１年　平本夏美さん

▪受賞作品は、宮本常一記念館（平野４１７‐11）において、１月 25 日㈪から２月７日㈰まで展示いたします。
　このコンクールを通して、宮本常一が実践した「あるく　みる　きく」の精神を子どもたちが受け継ぎ、ふるさ
とのよさについて考えていくことを願っています。

◆問い合わせ　学校教育課　　☎０８２０（７８）２２０４

▲教育長賞
「宮本常一の写真　今と昔」

平成 27 年度　宮本常一が撮影した写真を調べるコンクール

6 次産業化で農林水産大臣賞

　

異
業
種
や
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極

的
に
構
築
し
、
新
た
な
視
点
で
6
次
産
業
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
全
国
各
地
の
優
良
事
例
の
中
か

ら
、
こ
の
た
び
日
前
の
㈱
瀬
戸
内
ジ
ャ
ム
ズ
ガ
ー

デ
ン
（
代
表 

松
嶋
匡
史
さ
ん
）
が
最
優
秀
で
あ

る
農
林
水
産
大
臣
賞
に
選
ば
れ
、
11
月
25
日
、
東

京
で
行
わ
れ
た
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会
場
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
の
松
嶋
さ
ん
は
平
成
15
年
に
会
社
を
退

職
し
、
奥
様
の
実
家
で
あ
る
周
防
大
島
町
に
Ｉ

タ
ー
ン
さ
れ
、
瀬
戸
内
ジ
ャ
ム
ズ
ガ
ー
デ
ン
を
設

立
。
地
域
の
み
か
ん
や
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
生
産
し
た
新

た
な
果
物
等
を
使
っ
て
、
原
料
に
こ
だ
わ
っ
た
ジ
ャ
ム
作
り
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
地
域
の
生
産
者
と
の
連
携
や
自
社
で

の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
過
疎
・
高
齢
化
の
進
む
地
域
に
あ
っ
て
、

新
た
な
雇
用
（
26
名
）
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
や
、
島
内
の

事
業
者
ら
と
新
た
な
商
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

起
業
か
ら
年
々
成
果
を
積
み
重
ね
、
平
成

23
年
に
は
法
人
化
も
実
現
し
、
そ
う
し
た
取

り
組
み
は
各
方
面
で
紹
介
さ
れ
、
島
へ
の
Ｉ

タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
増
え
る
き
っ
か
け

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

日前の「 ㈱瀬戸内ジャムズガーデン 」

12 月 16 日、椎木町長に受賞の報告に訪れた
松嶋さん（写真中央）と顧問の中川一さん（写
真左）

▲㈱瀬戸内ジャムズガーデンの
　みなさん

6 次産業とは…
　1 次産業（農業など）、2 次
産業（製造・加工など）およ
び 3 次産業（流通・販売など）
を連携させる取り組みで、生
産者や地域を活性化する新た
な経営形態を表すものとして
用いられています。

▶
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　「小松地区ふれあいの集い」が 11 月 10 日、大島文化センターで行
われました。
　この集いは、平素おひとりで我が家を守り、力強く生活しておられ
る方々が一堂に会する催しです。食推は婦人会と協力して豚汁をふる
まいました。大根、にんじん、ごぼう、里芋と、三里四方で採れた根
菜をたっぷり使って具だくさんに、味付けはもちろんちょび塩に仕上
げ、身も心も温まっていただきました。
　誰かと一緒に食事をすることで話も食も進み、普段あまり食べない
食材も食べられる良い機会になります。こういった機会に私達も参加
させていただき、食と健康について一緒に考えられる場になればと
思っております。
　食推は、地域の行事など多方面で食と笑顔で心身共に癒し癒され、
活動に取り組める幸せを大事にしています。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　周防大島町食生活改善推進協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　中元　みどり

▲小松地区ふれあいの集いの様子

◆問い合わせ　健康増進課　健康づくり班　☎０８２０（７３）５５０４

し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
元
気
に
！ 

～
34

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し

い
年
の
は
じ
ま
り
を
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
迎

え
ら
れ
ま
し
た
か
？

　

私
た
ち
健
康
増
進
課
も
こ
こ
ろ
新
た
に
町
民
の

み
な
さ
ん
の
『
健
康
』
を
『
増
進
』
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
っ
て
ど
ん
な
状
態
？

　

そ
も
そ
も
『
健
康
』
と
は
、「
健
体
康
心
（
け

ん
た
い
こ
う
し
ん
）」と
い
う
四
字
熟
語
が
縮
ま
っ

て
で
き
た
言
葉
で
、「
健
や
か
な
体
と
安
ら
か
な

心
」
を
意
味
し
、福
沢
諭
吉
が
「
学
問
の
す
ゝ
め
」

を
は
じ
め
と
す
る
著
書
の
中
で
度
々
使
用
し
た
こ

と
で
広
く
知
れ
渡
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
の
『
健
康
』
と
は
、単
に
病
気
で
な
い
と
か
、

弱
っ
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
体
と
心
、

そ
し
て
生
活
が
満
た
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
で

す
。

未
来
に
つ
な
ぐ　

健
康
づ
く
り

～
町
の
健
康
を
司
る
「
第
２
期
健
康
増
進
計
画
（
素
案
）」
策
定
中
～

第
２
期
健
康
増
進
計
画

　

基
本
理
念  
～
健
康
寿
命
の
延
伸
～

「
健
康
を
つ
な
ぎ　

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

　

健
康
と
暮
ら
し
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
各
年
代

の
健
康
を
次
の
年
代
に
引
き
継
ぎ
な
が
ら
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
を
支
え
合
う
人
々
が
つ
な
が

り
を
持
っ
て
、
町
民
一
丸
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

●
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ

鏡
開
き
も
す
み
、
こ
の
冬
は
ど
れ
く
ら
い
の
お
餅
を
食
べ
ま
し
た
か
。

ズ
バ
リ
、
お
も
ち
１
個
（
50
グ
ラ
ム
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ご
は
ん
何
杯
分
に
あ
た
る
で
し
ょ
う
。

（
普
通
盛
り
１
５
０
グ
ラ
ム
相
当
）
答
え
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

①
１
／
３
杯
分　

②
１
／
２
杯
分　

③
１
杯
分

あ
な
た
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

　

現
在
、
第
２
期
健
康
増
進
計
画
（
素
案
）
に
関

す
る
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
閲
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

閲
覧
期
限　

１
月
20
日
㈬
ま
で

閲
覧
場
所　

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

各
総
合
支
所
お
よ
び
日
良
居
庁
舎
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　設置された浄化槽は定期的に保守点検や清掃をしないと、適正な処理ができなくなり悪臭の原因となります。
浄化槽設置者には浄化槽法に基づき、定期の保守点検と清掃、年１回の法定検査が義務付けられています。
■保守点検・清掃について
　保守点検とは、常に浄化槽を正常な状態に保つための定期検査のことで、浄化槽の点検、修理や消毒液の補
充を行います。また、清掃は浄化槽に溜った汚泥等の引き抜きを行います。保守点検は山口県の登録を受けた
保守点検業者に、清掃は周防大島町の許可を受けた業者に委託をしてください。
■法定検査について
　法定検査とは、登録業者による保守点検、清掃が適正に行われているか、浄化槽が十分な機能を発揮してい
るかを指定検査機関（一般社団法人山口県浄化槽協会）が確認する大変重要な検査で、設置者には法定検査を
受ける義務があります。法定検査には、浄化槽の使用開始後３カ月から８カ月の間に受ける設置後等の水質検
査（７条検査）と、その翌年から毎年１回受ける定期検査（11 条検査）の２種類があります。
　検査はいずれも有料で、料金は下記のとおりです。検査機関から検査の案内が届きましたら、忘れずに料金
を納付し検査を受けてください。

浄化槽を設置されている皆様へ

■下水道への接続（排水設備工事）はお済みですか
　台所、風呂場やトイレなどから流される汚水を下
水道へ排水するために、住宅内に設置される排水管
やマスなどを排水設備といいます。排水設備は個人
の負担で設置し管理していただく私設の下水道で、
個人の大切な財産です。
　下水道が整備され利用できるようになった地域で
は、３年以内に下水道への接続をお願いします。

■排水設備工事は、排水設備指定工事店で
　周防大島町では、排水設備工事に必要な専門的な

上 下 水 道 課 か ら の お 知 ら せ で す

法定検査料金　（５・７・10 人槽の場合）
７条検査　　　９, ５００円
11 条検査　　  ５, ５００円
　　　　　　　（単独処理浄化槽は　４, ２００円）

■問い合わせ
　柳井保健所　　　　　　☎０８２０（２２）３６３１
　上下水道課下水道班　　☎０８２０（７９）１０１１
　（一社）山口県浄化槽協会柳井支部
　　　　　　　　　　　　☎０８２０（２２）４６６５

重要なお知らせ
　下水道の供用開始区域において、ウェット
ティッシュ（溶水タイプも含む）や下着、タ
オル等が流され、ポンプが詰まる事案が多発
しています。このような事態が起こりますと、
下水道の維持管理費が増大するばかりでなく、
ポンプなどが故障し、下水道が使用できなく
なる恐れがあります。
　下水道を気持ちよくご利用いただくために、
皆様のご協力をお願いいたします。

知識と技術を持ち、山口県下水道協会に登録された
技術者のいる工事店を排水設備「指定工事店」とし
て指定しています。
排水管の布設やトイレの改造工事が正しく行われな
いと、配管が詰まったり故障の原因となり、日常生
活に支障が生じるだけでなく、下水道の機能にも悪
影響を与える恐れがあります。そのため、必ず「指
定工事店」で排水設備工事を行ってください。

■周防大島町排水設備指定工事店の新規登録受付
　周防大島町では、公共下水道、農業集落排水事業
及び漁業集落排水事業の排水設備工事について指定
工事店制度を採用しています。
　新規登録を希望する工事店は、受付期間内に申請
してください。受け付け期間外の申請は受け付ける
ことができませんのでご了承ください。

・受付期間　２月１日㈪～ 29 日㈪
・指定手数料（４月の指定工事店証受け渡し時に納付）
　１件につき　８，０００円

・指定期間
　平成 28 年４月１日～平成 30 年３月 31 日

・申請・問い合わせ　上下水道課 下水道班
　☎０８２０（７９）１０１１
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12
月
22
日
、
福
島
県
い
わ
き
市
等
の
仮
設
住
宅

で
暮
ら
す
被
災
者
の
方
へ
、
町
特
産
の
み
か
ん
を

届
け
る
た
め
、
久
賀
の
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
柑
橘
選
果

場
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
い
わ
き
市
が
、
平
成
23
年
９
月
に
米
国

ハ
ワ
イ
州
カ
ウ
ア
イ
島
と
友
好
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
周
防
大
島
町
と
交
流
が
始

ま
り
、
町
で
は
平
成
23
年
か
ら
毎
年
、
福
島
へ
み

か
ん
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

椎
木
町
長
は
出
発
式
で
「
復
興
を
願
う
町
民
の

皆
さ
ん
の
思
い
が
届
け
ら
れ
れ
ば
。
一
日
も
早
く

も
と
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。」
と

あ
い
さ
つ
。
み
か
ん
３
７
９
箱
は
２
３
６
７
世
帯

の
皆
さ
ん
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

出
発
式
の
後
、
い
わ
き
市
へ

向
か
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
出
発

し
ま
し
た
。

▲

今年も山口大島みかんを被災地へ10
キ
ロ
箱
で
約
50
個
の
み
か
ん

が
入
っ
て
い
ま
す
。

▲

　

町
内
３
つ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
、
12
月
２
日
、
町
内
の

小
学
生
に
年
賀
状
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
手

紙
の
書
き
方
や
手
紙
を
書
く
こ

と
で
の
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
ん
で
も

ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

町
内
約
５
０
０
人
の
児
童
へ
一

人
２
枚
ず
つ
、
計
１
０
０
０
枚

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
小
学
生
へ
年
賀
は
が
き
を
寄
贈

高規格救急自動車が寄贈されました

　

一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保

険
協
会
か
ら
柳
井
地
区
広
域
消

防
組
合
へ
高
規
格
救
急
自
動
車

が
寄
贈
さ
れ
、
12
月
２
日
、
消

防
本
部
に
お
い
て
、
受
納
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
損
害
保
険
協

会
が
自
動
車
事
故
の
被
害
者
支

援
事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
、

全
国
に
5
台
寄
贈
し
た
う
ち
の

1
台
。

　

こ
の
車
両
は
、
柳
井
消
防
署
西
部
出
張
所
（
東
三
蒲
）
の
車
両

が
配
備
か
ら
15
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
同
所
へ
更
新
配
備

さ
れ
、
12
月
22
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

▲各クラブの代表らから西川
教育長へ手渡されました。

◀小学校では早速友だちなどへ
宛てて年賀状を書きました。

▲西部出張所に配備された高規格救急自動車
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【Ｐ 12 ちょび塩クイズ答え： ② 】
おもち 1 個（50g）は約 120 キロカリーあり、30 分の速歩で消費されます。

　

今
月
を
も
ち
ま
し
て
周
防
大
島
町
地

域
お
こ
し
協
力
隊
３
年
間
の
任
期
を
終

了
い
た
し
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
周
防
大
島
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
周
防
大
島
に
居
を
構
え
、
こ

れ
ま
で
お
借
り
し
て
き
た
三
蒲
の
田
畑

を
中
心
に
農
業
を
営
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
、
エ
フ
エ
ム
山

口
で
番
組
制
作
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
半
農
半
漁
に
代
表
さ

れ
る
半
農
半
Ｘ
み
た
い
な
言
い
方
を
す

る
と
「
半
農
半
ラ
ジ
オ
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
東
京
で
の
番
組
制
作
の

経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
地

域
お
こ
し
の
視
点
、
中
山
間
地
域
に
暮

ら
す
人
の
視
点
、
第
一
次
産
業
従
事
者

の
視
点
を
活
か
し
た
番
組
づ
く
り
で
山

口
県
を
も
っ
と
楽
し
く
、
も
っ
と
元
気

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
週
に
一

回
だ
け
で
の
ラ
ジ
オ
の
お
仕
事
で
す

が
、
き
っ
と
楽
し
い
放
送
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
時
間
の
あ
る

と
き
に
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
毎
月
一
回
一
時
間
の
海
岸

清
掃
「
島
く
ら
す
海
そ
う
じ
」
は
、
新

し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
山
崎
千
寿

さ
ん
が
引
き
継
い
で
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
参
加
者
の
ひ

と
り
と
し
て
周
防
大
島
の
海
を
綺
麗
に

す
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
月
２
月
７
日
㈰
大
島
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
ハ
ー
フ
で
出
走
し
ま
す
よ
。
見

か
け
た
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ

れ
で
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
も
３
年
間
の

お
付
き
合
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

「
お
役
に
立
て
れ
ば
、
幸
い
で
す
。」
35

　
　
　

　
　
　
　
　
　

定
住
促
進
協
議
会
日
良
居
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
０
２
３
４

地域おこし協力隊
三浦宏之

　

安
下
庄
在
住
の
兄
妹
ユ
ニ
ッ
ト
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
「
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
」（
兄
・
中
谷
昌
史
さ
ん
、妹
・

愛
美
さ
ん
）
が
こ
の
た
び
山
口
ふ
る
さ
と
大
使
に
委

嘱
さ
れ
、
12
月
25
日
、
県
庁
に
お
い
て
村
岡
嗣
政
知

事
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
山
口
県
が
県
の
魅
力
を
発
信
し
て
も
ら

お
う
と
、
県
ゆ
か
り
の
著
名
な
人
に
委
嘱
し
て
い
る

も
の
で
、
本
町
か
ら
は
サ
ッ
カ
ー
の
岩
政
大
樹
選
手

に
続
い
て
２
組
目
。

　

マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
は
、
県
内
外
で
活
動
を
展
開

し
、
町
の
『
ち
ょ
び
塩
ソ
ン
グ
』
を
は
じ
め
、『
み
か

ん
鍋
の
歌
』
な
ど
地
域
の
応
援
ソ
ン
グ
を
数
多
く
制

作
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
が

山
口
ふ
る
さ
と
大
使
に

久賀地区の小・中・高で合同訓練

　

12
月
8
日
、
久
賀
地
区
に
お
い
て
、

久
賀
小
、
久
賀
中
、
周
防
大
島
高
校
の

３
校
合
同
に
よ
る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、

２
１
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
校
に
よ
る
合
同
訓
練
は
、
今
回
が

初
め
て
で
、
同
じ
地
域
で
学
ぶ
者
同
士

が
連
携
・
協
力
し
、
避
難
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
行
動
で
き
る
よ
う
に
と
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
震
度
７
を
想
定
し
実
施
さ
れ
、

大
津
波
警
報
の
発
令
を
想
定
し
た
訓
練

で
は
、
発
生
時
の
安
全
確
保
か
ら
学
校

単
位
の
一
次
避
難
、
続
い
て
合
同
で
高

台
へ
避
難
す
る
な
ど
、
す
べ
て
の
児
童

生
徒
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

▶
駆
け
足
で
高
台
ま
で
避
難
。
避
難
経
路
や

い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

▶
委
嘱
状
交
付
式
後
に
村
岡
知
事
（
写
真
中
央
）
に

曲
を
披
露
す
る
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
の
お
二
人

～最終回～
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お知らせ１月

久
賀
児
童
館

児
童
厚
生
員
募
集

■
募
集
人
員

　

児
童
厚
生
員　

１
名

■
勤
務
内
容
等

　

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間
家

庭
に
い
な
い
小
学
校
の
児
童
を
預

か
り
、
遊
び
を
主
と
す
る
生
活
指

導
や
余
暇
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
勤
務
地

　

久
賀
児
童
館（
久
賀
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

■
資
格
等

　

次
の
い
ず
れ
か
の
資
格
等
を
有

す
る
者
が
望
ま
し
い
。

・
保
育
士
資
格

・
幼
稚
園
・
小
・
中
学
校
等
の
教

諭
免
許

・
高
等
学
校
卒
業
以
上
で
２
年
以

上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た
者

■
採
用
期
間

　

２
月
１
日
㈪
～
３
月
31
日
㈭　

（
期
間
延
長
あ
り
）

■
勤
務
日
等

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
平

日
、
午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で
。

　

夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
の

休
業
中
は
、
午
前
８
時
か
ら
正
午

ま
で
。（
い
ず
れ
も
午
後
６
時
ま
で

の
延
長
あ
り
）

■
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る
。

■
申
し
込
み
方
法

　

１
月
25
日
㈪
必
着
で
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
日
・
場
所

　

別
途
通
知
し
ま
す
。

募
集

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

周
防
大
島
町
西
安
下
庄
３
９
２
０

‐
21

　

周
防
大
島
町
福
祉
課
民
生
福
祉
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局

職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

　

各
施
設
若
干
名
（
60
歳
以
下
）

■
勤
務
先

　

東
和
病
院
、
橘
病
院
、

　

老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ
苑

■
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
28
年
３
月
１
日

■
勤
務
内
容
等

　

看
護
師
業
務

■
受
付
期
間

　

２
月
12
日
㈮
ま
で

■
申
し
込
み
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
可
）
を
郵
送
も

し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
平

日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

■
試
験
方
法

　

面
接
試
験

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

　

周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
８
‐
６

　

周
防
大
島
町
公
営
企
業
局

　

総
務
部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２ 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
担
い
手
研
修
生
募
集

　

周
防
大
島
町
内
で
柑
橘
栽
培
を

主
体
と
し
た
農
業
経
営
者
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
強
い
意
欲
の
あ
る

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。
研
修
生

は
、
山
口
大
島
農
業
協
同
組
合
の

臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
な
が

ら
、
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
採
用
に
つ
い
て
は
、
書
類
審

査
、
面
接
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

若
干
名

■
研
修
場
所

　

山
口
大
島
農
業
協
同
組
合

■
研
修
期
間
・
条
件

　

平
成
28
年
４
月
～
平
成
29
年
３
月

　

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
の
勤
務
時
間
に

準
じ
る
。

　

研
修
期
間
中
は
賃
金
を
支
給
し

ま
す
。

■
年
齢

　

49
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

２
月
15
日
㈪
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
下
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

周
防
大
島
町
農
林
課
農
林
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

福
祉
専
攻
科
生
徒
募
集

　

周
防
大
島
高
校
で
は
「
地
域
の

介
護
福
祉
を
支
え
る
先
進
的
な
知

児　童　巡　回　相　談
◆日　　時　２月２日㈫　午前 10 時 30 分～午後４時 30 分
◆場　　所　たちばなケアプラザ
◆相談内容　18 歳未満の児童に係る育成相談、障害相談、
養護相談、非行相談、その他児童養育上困っていること
◆相 談 員   岩国児童相談所　児童福祉司・児童心理司
◆定　　員　４名　※要予約・先着順
◆申し込み・問い合わせ　福祉課☎０８２０（７７）５５０５

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
た
将
来
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
介
護
福
祉
士
の
資

格
取
得
を
め
ざ
し
た
福
祉
専
攻
科

を
平
成
28
年
4
月
に
開
設
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

高
校
等
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
者
（
出
身
校
や
年
齢
に
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■
選
考
検
査
実
施
日

　

２
月
10
日
㈬

■
出
願
期
間

　

１
月
29
日
～
２
月
４
日

■
検
査
項
目

　

小
論
文
・
個
人
面
接
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お知らせ１月

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎
入
試
係

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
０
２
４

※
出
願
の
手
続
等
の
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

柳
井
地
域
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

　

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
個

別
ブ
ー
ス
で
面
談
し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
10
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

　
（
受
付
は
12
時
30
分
～
）

■
場
所

　

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

■
対
象
者

　

一
般
求
職
者
お
よ
び
既
卒
者

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
行
政
連
絡
協
議
会

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

内
線
３
６
９

 

大
学
等
の
修
学
資
金
に

 

県
・
市
町
中
小
企
業
勤
労
者

 

小
口
資
金
貸
付
制
度

　

次
の
方
を
対
象
に
、
大
学
等
の

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
貸
付
対
象
者

  

中
小
企
業
勤
労
者
で
県
内
に
居

住
し
、
同
一
事
業
所
に
１
年
以
上

勤
続
し
て
い
る
方

■
貸
付
限
度
額

  

３
０
０
万
円

■
償
還
期
間 　

　

10
年
以
内
（
う
ち
在
学
期
間
中

で
４
年
以
内
の
据
置
可
）

■
貸
付
利
率

  
年
１
・
８
％
（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

■
申
し
込
み

  

中
国
労
働
金
庫

※
貸
付
に
当
た
っ
て
は
、
中
国
労

働
金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

   

周
防
大
島
町
商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３

ま
た
は
県
労
働
政
策
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
２
１
０

中
国
労
働
金
庫
（
取
扱
金
融
機
関
）

図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

■
期
間

○
東
和
図
書
館　

　

１
月
26
日
㈫
～
30
日
㈯　

○
大
島
図
書
館　

　

２
月
16
日
㈫
～
20
日
㈯

※
本
の
返
却
に
つ
い
て
は
、
玄
関
先

に
あ
る
返
却
ボ
ッ
ク
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

東
和
図
書
館

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
６
２
９

　

大
島
図
書
館

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
８
０
０

ア
ワ
サ
ン
ゴ

～
地
域
み
ん
な
で
守
っ
て
活

か
し
て
い
く
た
め
に
～

陸
の
国
立
公
園
指
定

説
明
会
の
開
催

　

ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
等
が
生
息

す
る
豊
か
な
海
を
育
む
た
め
の
取

組
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
５
日
㈮

お
知
ら
せ

特　設　人　権　相　談　所
◆日　　時　２月１日㈪　午前９時 30 分～正午

◆場　　所　橘総合センター

◆相談内容　人権問題、土地、家屋、金銭貸借、　

　　　　　離婚などの生活上の心配事

◆相 談 員 　 人権擁護委員

◆問い合わせ　福祉課　☎ 0820（77）5505

　子ども・子育て支援新制度が始まり、保育所（園）
へ入所するためには、教育や保育の必要性に応じ
た認定（支給認定）を受ける必要があります。
　４月から保育所（園）へ入所を希望される方は、
下記の受付期限までにお申し込みください。
　継続入所の場合も、現況届等の提出が必要です。
※なお、新制度施行に伴い、本年度よりお子さま
の認定事由の状況確認のため、３月に卒園される
児童の方も現況届等の提出が必要です。
■保育所へ入所できる世帯
　保護者の就労、病気、家族の病人介護等、ある
いは母親の出産等の理由で家庭において児童を保
育することができない世帯。
■入所の対象となる児童
　保育が必要な小学校就学前の児童
■申し込み・手続き
　入所申込書等は役場福祉課・各総合支所・各出
張所・各保育所（園）に備え付けてあります。
■添付書類
　・家庭内および家庭外で仕事に従事している　
　証明（就労証明）
　・出産前後の場合は母子手帳の写し
　・病気看護の場合は診断書
■受付期限　
　2 月 29 日㈪
■問い合わせ
　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

保育所（園）の園児募集
平成２８年度

　

午
後
２
時
～
４
時

■
場
所

　

東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
る
さ
と

　

研
修
室

■
内
容

・
講
演
「
地
域
の
宝
・
ア
ワ
サ
ン

ゴ
を
育
む
山
々
」

・
陸
の
国
立
公
園
指
定
に
関
す
る

説
明
、
質
疑
応
答

■
主
催

　

環
境
省
中
国
四
国
地
方
環
境
事

務
所

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
と
釣
り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
０
８
０
（
６
３
１
４
）
９
６
７
８
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お知らせ１月
「
花
婚
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
参
加

者
を
大
募
集
し
ま
す
！

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
目
前
、
運
命
の
出

会
い
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

２
月
７
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時
40
分

　
（
受
付
正
午
～
）

■
場
所

　

柳
井
市
都
市
農
村
交
流
施
設

「
ふ
れ
あ
い
ど
こ
ろ
４
３
７
」

（
柳
井
市
日
積
４
１
５
０
‐
１
）

■
参
加
費

　
【
男
性
】
６
０
０
０
円

　
【
女
性
】
３
０
０
０
円

■
募
集
人
数　

男
女
各
15
名

■
内
容

　

県
産
の
花
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
体
験
や
県
産
食
材
を
活

か
し
た
バ
イ
キ
ン
グ
を
堪
能
で
き

る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。

■
申
し
込
み
締
め
切
り

　

２
月
１
日
㈪

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
申
し

込
み
締
め
切
り
後
に
抽
選
と
な
り

ま
す
が
、
締
め
切
り
前
で
あ
っ
て

も
、
募
集
を
打
ち
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

抽
選
後
、
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
主
催　

ら
く
よ
り
ド
ッ
ト
コ
ム

（
や
ま
ぐ
ち
結
婚
応
援
団
）、
や
ま

ぐ
ち
の
農
林
水
産
物
需
要
拡
大
協

議
会
、
柳
井
・
大
島
地
域
「
地
産
・

地
消
」
推
進
会
議

■
後
援

　

柳
井
地
区
広
域
行
政
連
絡
協
議
会

■
申
込
方
法

　

以
下
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
、
専
用
予
約
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申

込
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

http://rakuyori.com
※
電
話
で
の
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

島
ス
ク
エ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
６
～
明
日
へ
つ
な
ぐ
～

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
家

の
育
成
を
通
し
て
、
地
域
活
性
化

を
目
指
す
平
成
27
年
度
島
ス
ク
エ

ア
事
業
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
を
確
認

し
、
今
後
を
展
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
７
日
㈰      　

    

○
正
午
～
午
後
１
時

　

修
了
生
事
業
プ
ラ
ン
展
示
・
試

作
品
紹
介
、
過
年
度
修
了
生
事
業

紹
介
・
展
示
・
即
売

○
午
後
１
時
～
２
時
20
分

　

開
会
行
事
、
事
業
報
告
、
修
了

生
事
業
プ
ラ
ン
発
表

○
午
後
２
時
20
分
～
2
時
50
分

　

基
調
講
演
「
自
立
し
た
地
方
を

目
指
し
て
」
防
府
市
観
光
協
会
副

会
長　

黒
川
康
生
氏

○
午
後
３
時
～
４
時

　

地
域
で
活
躍
す
る
起
業
家
に
よ

る
会
場
一
体
型
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

「
明
日
へ
つ
な
ぐ
～
広
げ
よ
う
創

る
楽
し
さ
と
自
立
の
輪
を
～
」

パ
ネ
リ
ス
ト
・
小
田
浩
一
郎
氏
（
安

下
庄
海
の
市
）・
大
内
清
香
氏
（
島

の
ひ
み
つ
き
ち
）・
藤
本
雅
史
氏

（
か
み
ゆ
い
処
）・
小
田
佳
希
氏
（
す

み
こ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
工
房
）・
黒
川
康
生
氏

（
防
府
市
観
光
協
会
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

藤
井
康
弘

氏
（
株
式
会
社
く
る
と
ん
）

■
会
場　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

大
島
商
船
高
専  

■
共
催  

柳
井
市
、
周
防
大
島
町
、

田
布
施
町
、
平
生
町
、
上
関
町

■
後
援　

周
防
大
島
町
商
工
会

■
主
管　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ

ア
プ
ラ
ス

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
商
船
高
専
社
会
連
携
係 

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
５
２
４   

　

島
ス
ク
エ
ア
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー 

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
４
８
７
７

障
が
い
に
関
す
る
理
解
促
進
研
修
・
啓
発
事
業

つ
な
が
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

～
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～

　

映
画
の
上
映
を
は
じ
め
、
療
育

体
験
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
、
楽
し

い
催
し
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
！

　

手
作
り
お
菓
子
や
コ
ー
ヒ
ー
の

販
売
も
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
！

■
日
時

　

２
月
27
日
㈯

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
や
な
い（
入
場
無
料
）

■
内
容

　

映
画
「
最
強
の
ふ
た
り
」
上
映

（
上
映
時
間　

午
後
１
時
～
３
時
）

※
映
画
上
映
中
の
無
料
託
児
あ
り

ま
す
（
申
し
込
み
期
限
・
1
月
31
日
）

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

に
よ
る
療
育
体
験
、
事
業
所
に
よ

る
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
作
品
展
示
、
喫
茶
等

■
主
催　

柳
井
圏
域
自
立
支
援
協
議
会

■
後
援　

柳
井
市
、
周
防
大
島
町
、

田
布
施
町
、
平
生
町
、
上
関
町

■
問
い
合
わ
せ
・
託
児
申
し
込
み

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
た
ん

ぽ
ぽ

☎
０
８
２
０
（
５
２
）
２
６
７
８

周防大島町防災講演会（入場無料）

｢ 近年の大規模災害に学ぶ地域防災のあり方 ｣

　　　講師　群馬大学大学院理工学府教授
　　　　　　広域首都圏防災研究センター長
　　　　　　片田　敏孝  氏

◆日時　2 月 11 日㈭（建国記念の日）
　　　　午前 10 時 00 分から
◆場所　山口県大島防災センター
◆お問い合わせ
　　　　周防大島町役場 総務課 消防防災班
　　　　☎０８２０（７４）１０００

※会場の定員には限りがありますので、先着 300 名のご入場
　とさせていただきます。なお、ご来場の方にはもれなく防
　災グッズを差し上げます。

催
し
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お知らせ１月

　第 35 回久賀駅伝大
会を開催します。
　ふるってご参加くだ
さい。
◆期日
　２月 21 日㈰　
　雨天中止（小雨決行）
◆申し込み期限　
　２月４日㈭必着
◆部門
○一般の部（男子・女子）　
　５区間：９. ６ｋｍ
　（農業者健康管理センター～学習のむら）
　午前９時 20 分発
○スポ少女子・小学中低学年の部　
　５区間：４. ５ｋｍ
　（防災広場…旧久賀グラウンド周辺）
　午前 10 時 30 分発
○スポ少男子の部　５区間：５. ５ｋｍ
　（防災広場…旧久賀グラウンド周辺）
　午前 11 時発
◆申し込み・問い合わせ　
　大会事務局　久賀公民館
　　　　　　　（農業者健康管理センター内）　
　☎０８２０（７２）２２７１
　ＦＡＸ０８２０（７２）０４９１

「冬の体力つくりとふれあい」
第 35 回久賀駅伝大会

参加チーム募集中

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

○
豆
腐
と
お
か
ら
料
理
づ
く
り

・
日
時

　

２
月
12
日
㈮　

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時

・
場
所　

工
房
ふ
き
の
と
う（
志
佐
）

・
体
験
料　

１
５
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

２
月
２
日
㈫

※
昼
食
あ
り

○
み
か
ん
缶
詰
づ
く
り 

・
日
時

　

２
月
18
日
㈭　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場
所　

大
島
農
産
物
加
工
セ
ン

タ
ー
（
小
松
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

２
月
８
日
㈪

※
昼
食
あ
り

　

出
来
た
缶
詰
め
12
缶
を
お
持
ち
帰
り

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

竹
林
整
備
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か 

 

～ 

第
７
回
竹
伐
り
大
会 

～

■
内
容

　

竹
の
伐
採
、
切
断
、
運
び
出
し
、

棚
づ
く
り

※
作
業
の
出
来
る
服
装
で
、
長
靴

か
安
全
靴
着
用
で
お
願
い
し
ま

す
。
ノ
コ
ギ
リ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

手
袋
は
貸
し
出
し
ま
す
が
、
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　

２
月
６
日
㈯　

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
作
業
現
場

　

久
賀 

畑
（
延
命
の
滝
）

■
参
加
料　

無
料　

※
準
備
の
た
め
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

昼
食
を
準
備
し
ま
す
。

■
主
催

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
里
山
救
援
隊

　

美
し
い
三
蒲
を
創
る
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
周
防
大
島
ふ
る
さ

と
づ
く
り　

の
ん
太
の
会

■
後
援　

周
防
大
島
町
・
山
口
県

柳
井
農
林
事
務
所
な
ど

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
里
山
救

援
隊
（
田
中
）

☎
０
９
０
（
７
５
０
５
）
０
５
２
２

和
食
が
世
界
無
形
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
理
由
～
食
文
化
を

と
お
し
て
～

　

平
成
25
年
12
月
４
日
、「
和
食
」

が
世
界
無
形
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。「
和
食
」
は
日
本
の
自
然
や

年
中
行
事
な
ど
と
結
び
つ
い
た
世

界
に
誇
れ
る
文
化
で
す
。
こ
の「
和

食
」
を
保
存
継
承
し
て
い
く
に
は

正
し
い
理
解
が
必
要
で
す
。

　

周
防
大
島
の
魚
食
文
化
を
通
し

て
、「
和
食
」
が
世
界
無
形
遺
産
に

指
定
さ
れ
た
背
景
や
そ
の
魅
力
を
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

　

１
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所

　

八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら

■
講
師

　

愛
知
大
学
教
授　

印
南
敏
秀
氏

■
入
場　

65
名
（
入
場
無
料
）

■
主
催　

宮
本
常
一
資
料
保
存
研

究
協
議
会

■
後
援　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

八
幡
生
涯
学
習
の
む
ら

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
６
０
１

シ
ニ
ア
大
島
美
術
展

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
シ
ニ
ア
大

島
美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
々
の
自
信
作
を
出
展
し
ま
す

の
で
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　

２
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※
14
日
㈰
は
、
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修

室
④

■
出
店
作
品

　

陶
芸
・
絵
画
・
写
真
・
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
・
刺
繍
・
絵
手
紙
・
押
し

花
・
書
・
短
歌
短
冊
・
ひ
ょ
う
た
ん
・

竹
細
工
な
ど

■
主
催　

大
島
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

■
後
援　

大
島
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
２
０
３
６
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お知らせ１月

や な い 警

察

署

だ

よ

り

◆問い合わせ　周防大島幹部交番　☎０８２０（７２）０１１０　柳井警察署　☎０８２０（２３）０１１０

シートベルト・チャイルドシートの正しい着用の推進

シートベルト・チャイルドシートは万が一の際、事故の被害を
最小限に抑えてくれる、まさに「命綱」です。

シートベルトをしていないことで起こってしまう悲劇…
○追突時に、フロントガラスで頭部を強打！
○衝突の衝撃で、窓から飛び出して車外放出！
○後部座席から運転席・助手席に体当たり！

チャイルドシートを使用していないことで起こってしまう悲劇…
○車が横転する際、身体が固定されていないために車内のあちらこちら
　に衝突！
○衝突の衝撃で、窓から飛び出して車外放出！
○シートベルトの固定がしっかりできる年齢・体格ではないので、シー
　トベルトの効果が発揮できず負傷！
～６歳未満の幼児にチャイルドシートを使用することは、ドライバーの
義務です～

「うそ電話詐欺」被害防止のポイント

息子や孫をかたり、
「風邪をひいて声が変わった。」
「携帯電話の番号が変わった。」は詐欺の手口です。
　このような電話を受けた時は、以前から知っている息子さん等の
電話番号にかけて、必ず確認するようにしましょう。

２月７日㈰午前９時～
周防大島町陸上競技場

ス
タ
ー
ト
時
刻

2km   9：45
ハーフ（高校生以上男子） 10：10
ハーフ（高校生以上女子） 10：10
10km（高校生以上 39 歳以下男子） 10：30
10km（40 歳以上男子） 10：30
10km（高校生以上 39 歳以下女子） 10：30
10km（40 歳以上女子） 10：30
5km（中学生男子） 12：30
5km（中学生以上女子） 12：30
5km（40 歳以上男子） 12：30

■ゲストランナー　弘山晴美 選手
・２００４年　アテネオリンピック１万メートル決勝
・２００５年　世界陸上マラソン 8 位入賞
・２００６年　名古屋国際女子マラソン優勝
■道路交通規制について（ご協力のお願い）
○期日　２月７日㈰
○時間　午前９時 30 分～午後１時
☆下田口から小伊保田まで国道４３７号線が全面通
行止めとなりますのでご協力をお願いします。
☆迂回路はオレンジロード（定期バス・大型観光バ
ス・大型貨物車除く）を利用してください。
☆交通指導員、誘導員の指示にご協力をお願いします。
■問い合わせ　教育委員会スポーツ振興班
☎０８２０（７８）５０４８
○今大会エントリー数　３，２７７人（12 月 14 日現在）

■第 32 回 サザン・セト大島ロードレース大会■

沿道でのご声援をお願いします！
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お知らせ１月

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　
　

後
山　

典
子

（
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

お
口
の
健
康
も
大
切
に

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
み
な
さ
ん
健
や
か
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

口
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
に
関
係
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
は
お
口
の
状
態
で
気
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

食
べ
物
を
お
い
し
く
感
じ
、
し
っ
か
り
噛
ん
で
食

べ
る
に
は
、
お
口
の
健
康
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
歯
や
歯
茎
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で
な

く
、
口
の
周
り
の
筋
力
が
衰
え
、
む
せ
や
飲
み
込
み

に
く
さ
が
起
き
る
、
唾
液
の
分
泌
が
少
な
く
な
る
等

の
変
化
が
生
じ
や
す
く
な
る
た
め
ち
ょ
っ
と
し
た
不

調
・
変
化
に
気
付
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

口
腔
機
能
の
低
下
が
疑
わ
れ
る
項
目
と
し
て
は
、

①
半
年
前
に
比
べ
て
固
い
物
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た

②
お
茶
や
汁
物
等
で
む
せ
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
③
口

の
中
の
渇
き
や
汚
れ
、
口
臭
が
気
に
な
る
④
虫
歯
や

歯
周
病
が
あ
る
⑤
義
歯
（
入
れ
歯
）
の
不
調
に
悩
ん

で
い
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
思
い
当
た
る
項
目
が
あ

る
方
は
、口
腔
機
能
の
向
上
・
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
口
腔
機
能
の
向
上
に
向
け
て
】

①
『
お
口
の
手
入
れ
』
を
し
ま
し
ょ
う

○
毎
食
後
の
歯
磨
き
を
て
い
ね
い
に

　

歯
間
ブ
ラ
シ
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど
も
用
途
に

応
じ
て
使
い
分
け
ま
し
ょ
う
。

○
義
歯
（
入
れ
歯
）
の
手
入
れ
を
忘
れ
ず
に

　

毎
食
後
、
口
か
ら
外
し
、
専
用
の
歯
ブ
ラ
シ
で
磨

き
ま
し
ょ
う
。
就
寝
時
は
、
水
に
浸
け
る
等
し
て
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

○
舌
の
汚
れ
も
除
去

　

細
菌
の
繁
殖
防
止
に
は
舌
の
清
掃
も
大
切
で
す
。

口
臭
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

○
定
期
的
な
歯
科
検
診
を

　

虫
歯
や
歯
周
病
が
な
く
て
も
義
歯
の
調
子
や
歯
石

の
確
認
な
ど
を
定
期
的
な
検
診
で
診
て
も
ら
う
こ
と

は
、
口
腔
ケ
ア
に
は
重
要
で
す
。

②
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う

　

噛
む
こ
と
は
、
噛
む
機
能
や
飲
み
込
む
機
能
が
高

ま
る
だ
け
で
な
く
、唾
液
が
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
、

消
化
を
助
け
ま
す
。
ま
た
、
脳
が
活
性
化
し
て
、
認

知
症
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

③
積
極
的
に
話
す
機
会
を
増
や
し
ま
し
ょ
う

　

話
す
こ
と
は
、
舌
・
く
ち
び
る
・
頬
・
の
ど
等
の

良
い
運
動
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
相
談
や
介

護
予
防
に
関
す
る
講
話
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

竜崎温泉温水プール指導日（１月 21 日～２月 20 日）

　町では、健康づくりや介護予防を目的に水中運動の指導を行っています。
　水中での運動は、腰や膝など関節への負担が少なく、水の浮力、抵抗、水圧などを利用しながら、効率
よく運動することができます。
　指導日には、水中でのウォーキングや体操などの方法を個別に指導しますので、はじめての方も安心し
て利用することができます。
　温水プールで、楽しくからだを動かしてみませんか。

実施日

１月 21 日㈭、22 日㈮、26 日㈫、27 日㈬、28 日㈭、29 日㈮

２月
2 日㈫、3 日㈬、4 日㈭、5 日㈮、9 日㈫、10 日㈬、12 日㈮、16 日㈫、17 日㈬、18 日㈭、
19 日㈮

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを目的とした水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分です。
　実施日等は事情により変更することがあります。

◆問い合わせ　介護保険課 地域包括支援センター　☎０８２０（７３）５５０６
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 10 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10 日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＩＶ抗体検査 10 日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 ２ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

心の健康相談 16 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 26 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

1 月

21 日㈭ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉

22 日㈮

23 日㈯
和食が世界無形遺産に登録された理由 講演会

〈13：30 ～ 15：00 八幡生涯学習のむら〉

24 日㈰
休日在宅当番医〈山中クリニック ☎７２－０１５２〉
安下庄海の市〈10：00 ～ 15：00 橘グリーンパーク横〉

25 日㈪

26 日㈫

27 日㈬

28 日㈭

29 日㈮

30 日㈯

31 日㈰ 休日在宅当番医〈おげんきクリニック ☎７４－２４９０〉

2 月

1 日㈪ 特設人権相談所〈9：30 ～ 12：00 橘総合センター〉

2 日㈫ 児童巡回相談〈10：30 ～ 16：30 たちばなケアプラザ〉

3 日㈬

4 日㈭ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 東和総合センター 2 階和室〉

5 日㈮

こころの相談会【要予約】 
〈10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター〉 
【申込先】健康増進課 健康づくり班  ☎ 73 － 5504

アワサンゴ 陸の国立公園指定説明会
〈14：00 ～ 16：00 東和総合センター〉

6 日㈯ 第７回竹伐り大会〈9：00 ～ 15：00 久賀畑（延命の滝）〉

7 日㈰

休日在宅当番医〈嶋元医院 ☎７４－２３１０〉
サザン・セト大島ロードレース大会

〈9：00 ～ 14：00 　町陸上競技場〉
島スクエアフォーラム 2016 ～明日へつなぐ～

〈12：00 ～ 16：20 大島文化センター〉

8 日㈪
ちょび塩の日 PR 活動〈9:30 ～ 11：30  A コープ三蒲店〉 
1 歳 6 か月児健康診査〈13：00 ～ 13：30  （受付）日良居庁舎〉

9 日㈫

10 日㈬

11 日㈭
休日在宅当番医〈山中クリニック ☎７２－０１５２〉
防災講演会〈10：00 ～ 山口県大島防災センター〉

12 日㈮
育児相談〈10：00 ～ 11：30 日良居庁舎〉 
3 歳 6 か月児健康診査〈13：00 ～ 13：30（受付）日良居庁舎〉

13 日㈯

14 日㈰ 休日在宅当番医〈野村医院 ☎７６－００１７〉

15 日㈪

16 日㈫ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 久賀福祉センター集会室〉

17 日㈬

18 日㈭

19 日㈮

20 日㈯

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（73）5504
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 27 年 11 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

４６ １ ５４

前年比

＋１０ ±０ ＋１３

物損事故件数

２９４ 前年比 ＋７４

今月の納期（普通徴収）

　
　【第４期分】町県民税
　【第７期分】国民健康保険税　
　　　　　　  介護保険料
　　　　　　  後期高齢者医療保険料 
    
　 納期限　   ２月１日㈪

人の動き（１月１日現在）

人　口 １７，６４９人 （35 人減）

男（日本人） ８，０３０人

女（日本人） ９，５２６人

外国人 ９３人 （2 人増）

世帯数 ９，７８７戸 （21 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生      3 人
　　転入    29 人 小計 32 人
減：死亡    40 人
　　転出    29 人 小計 69 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載していません。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 （
周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２
）

　
　
　

☎
０
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周防大島ふるさと寄附金

タイアップ事業者を募集します！
　周防大島町では、町の魅力や特産品等を広くＰＲすることを目的に、町内事業者とタイアップ
して、「ふるさと寄附金」をされた方へ、お礼として「ふるさと特産宅配便」をお届けしています。
　平成２８年度に向け、周防大島町とタイアップして、「ふるさと特産品」を提供していただける
事業者を募集します。タイアップ事業者については、「ふるさと寄附金」案内パンフレットへの掲
載や町ホームページ等でのＰＲを行います。ぜひ、ご応募ください。

応募要件
１．周防大島町に事業所（工場を含む）がある方
２．周防大島町の PR につながる商品で、かつ町内で製造、加工、採取、栽培、サー
　ビス等がなされている商品を、寄附者に送付していただける企業または個人事業者

タイアップ事業者にしていただくこと
１．ふるさと特産品を寄附者に送付
２．町に対して、送付実績を報告、商品代の請求（月末締め）

タイアップ事業者のメリット
１．県内外の方に町ホームページやパンフレット等を通して、事業者名、商品名等
　がＰＲされます。
２．商品発送時にＰＲチラシの同封ができ、事業者等商品のＰＲにつながります。

募集期間　1 月２０日㈬～ 2 月１９日㈮

申し込み
　政策企画課・総合支所に備え付けの用紙でお申し込みください。
　申込書は、町ホームページにも掲載しています。
　締め切り後、審査を行い、申込みの承認の可否を書類にてお伝えいたします。

問い合わせ　政策企画課　☎０８２０（７４）１００７

このコーナーはＰＤＦ版では掲載していません。


